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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

レーザー加工は様々な長所を有するが、利用に際して多量の微粒子が

発生することが知られており、その発生メカニズムは不明な点が多

く、放射性物質で汚染されている廃炉廃棄物に対する適用が躊躇され

ている。そこで、本研究ではその微粒子発生を基礎に立ち戻って検討

するとともに、空力学レンズを用いて微粒子を捕集して粒径分布を測

定し、さらに微粒子を構成する核種をレーザーにより計測するための

原理装置の開発を行うことを目的として、以下の項目を行う。 

１）レーザー加工・評価 

２）微粒子捕集・計測 

３）微粒子原子化・核種同定 

４）レーザーと各種サンプルの相互作用の観察と評価・解析 

２．総合評価 Ｓ 
・1F廃炉現場において、微粒子のコントロールや分析は重要な課題で

あり、丁寧な検討を行ったことで、東京電力HDやNDFにて必要として

いる研究開発につながる基礎ができたと評価ができる。 

・学術的な観点においても、多くのデータを取得しており、また、学

会等での発表や論文投稿を多数行っていることも評価ができる。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


